


徳
島
県
邦
楽
協
会
会
長

杵

　

屋

　

佐

　

篠

徳
島
県
邦
楽
協
会
は
昭
和
四
十
二
年
に
発
足
し
て
昨
年
で
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は

国
民
文
化
祭
と
く
し
ま
2
0
0
7
「
お
ど
る
国
文
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
邦
楽
協
会
も
「
邦
楽
の
祭
典
」

に
全
力
投
球
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
四
十
周
年
の
記
念
大
会
は
本
年
に
持
ち
越
し
、
本
日
こ
こ

に
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
邦
楽
は
見
直
さ
れ
、
学
校
教
育
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
日
本
の
伝
統
文
化
、
古
典

芸
能
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
般
の
方
々
に
も
接
し
て
頂
く
機
会
が
多
く
な
り
、

広
く
世
の
中
に
も
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
本
協
会
発
足
当
時
は
各
流
派
の
交
流
は

少
な
く
、
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
で
し
た
。
こ
う
し
た
古
典
芸
能
の
世
界
を
四
十
年
の
長
さ
に
わ

た
り
、
今
日
の
邦
楽
協
会
を
築
か
れ
た
の
は
、
初
代
・
春
名
会
長
、
共
に
歩
ま
れ
た
大
櫛
前
副

会
長
の
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

お
二
人
の
良
き
コ
ン
ビ
は
、
時
に
は
離
れ
、
ま
た
結
び
付
き
、
お
互
い
に
反
発
し
合
い
な
が

ら
も
融
合
さ
れ
て
い
る
絶
妙
の
コ
ン
ビ
。
そ
ん
な
お
二
人
の
後
か
ら
何
も
分
ら
ず
た
だ
ひ
た
す

ら
発
足
当
時
か
ら
く
つ
付
い
て
い
た
の
が
私
で
す
。
そ
ん
な
私
に
協
会
を
託
さ
れ
た
の
で
す
か

ら
、
余
程
の
勇
気
と
決
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
春
名
先
生
が
ご
勇
退
に
あ

た
り
お
っ
し
ゃ
っ
ら
れ
た
言
葉
「
僕
は
退
い
て
も
三
味
線
だ
け
は
弾
き
た
い
。
忘
れ
ず
メ
ン
バ
ー

に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
。
芸
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
情
熱
と
純
粋
な
愛
情
に
私
は
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

今
日
ま
で
立
派
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
邦
楽
協
会
、
今
後
は
協
会
員
の
一
人
一
人
が
力
を
結

集
し
、
こ
れ
に
応
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
々
様
、
ど
う
か
何
時
迄
も
本
協
会
に
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



徳
島
県
知
事

飯

　

泉

　

裏

　

門

こ
の
た
び
、
第
四
十
回
徳
島
県
邦
楽
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
大
会
の
開
催
に
向
け
て
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
徳
島
県
邦

楽
協
会
の
皆
様
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
邦
楽
」
は
、
長
い
歴
史
と
風
土
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
伝
統
芸
能
で
あ
り
、
日
本
文
化
の
奥
深
い
魅

力
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
芸
術
で
あ
り
ま
す
。

今
年
で
四
十
回
の
節
目
を
迎
え
る
本
大
会
に
、
県
内
各
地
か
ら
、
邦
楽
を
愛
好
す
る
多
く
の
皆
様

が
集
い
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
邦
楽
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
県

の
芸
術
文
化
活
動
全
体
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
徳
島
県
邦
楽
協
会
の
皆
様
に
は
、
本
大
会
の
開
催
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
様
々

な
活
動
を
通
し
て
、
本
県
に
お
け
る
邦
楽
の
継
承
と
後
継
者
の
育
成
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
の
「
第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
2
0
0
7
『
お
ど
る
国

文
祭
』
」
の
「
邦
楽
の
祭
典
」
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
企
画
・
運
営
全
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
「
あ
わ
文
化
」
を
全
国
に
向
け
て
力
強
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
は
、
こ
の
「
国
民
文
化
祭
」
の
成
果
の
継
承
・
発
展
を
目
指
す
「
『
お
ど
る
国
文
祭
』

一
周
年
記
念
　
第
十
一
回
徳
島
県
民
文
化
祭
」
の
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
見
事
な
演
奏
や
名
演
技
の
数
々
を
通
し
、
観
客
の
皆
様
に
伝
統
芸
能
の
魅
力
と
「
あ
わ

文
化
」
の
大
い
な
る
可
能
性
を
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
「
文
化
立
県
と
く
し
ま
」
の
実
現

に
向
け
、
一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
と
い
た
し
ま
し
て
、
徳
島
県
邦
楽
協
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
十
月
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江

幸

　

子

き
み
江

三
喜
恵

三
津
枝

康

　

代

理

　

恵

克

　

子

常

　

子

紀
代
子清



尺
ノヽ

兼吉村杉晴山大浜濱大

松岡上口水上西井野櫛

劉草聖班露明暗弘羊亜

保山　山　山保山二保山童

白吉山猪元菊内井藤内

浜崎上井木華藤内本田

輪　島本

土　′さ　′さ

刀て　刀て　刀て

都敏貴

一
春
名
え
呈
、
入
掃
え
呈
、

い
つ
ま
で
も
み
達
と
ご
一
緒
に
∴
＝
帖
ヒ

‖

　

三

　

　

曲

　

邦

楽

協

会

三

曲

部

門

役

員

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
徳
島
支
部
　
春
藤
宗
美
社
中

菊
岡
　
検
校
　
作
曲

碁
嫁
を
級

三
絃

道

　

子

雅
登
伎

久
美
子

比
露
枝

茂

　

美

澄

　

子

恵

　

宋

朋

　

代

夕

　

華

雅

　

伎

最
早
乾
漆
各
手
前



屋屋家家

望望藤

月　月　舎

Ⅰ

山小千千岩遠

田倉本本田藤

森遠久久岩遠

河藤米保田藤

1

2

　

長

　

　

唄

　

長

唄

合

同

松
井
　
幸
三
　
作
詞

九
世
杵
屋
六
佐
衛
門
　
作
曲

越
後
獅
子
（
舞
台
面
）

三
味
線唄

東
音
三
木
千
佳
子

稀
音
家
　
治
　
乃

松
　
永
　
和
世
繁

松
　
永
　
和
世
幸

杵

　

屋

　

佐

　

篠

松
　
永
和
寿
三
郎

松
　
永
　
和
三
治

稀
音
家
四
郎
五
郎

浅

　

香

　

寿

　

穂

橘杵杵杵杵

公

弥
代
弘

弥
智
代

佐
田
篠

佐
伴
苗

笛小
鼓

小
鼓

小
鼓

立
鼓

大
鼓

太
鼓

藤

　

舎

洲

　

崎

林南

華

　

生

晴

　

子

郁

　

恵

知

　

枝

般

　

秀

太
明
嗣

大
明
之

1

3

　

三

　

　

曲

　

沢

井

琴

曲

院

沢
井
　
比
河
流
　
作
曲

挽
々

綾

　

子

其

　

紀

彩

　

加

悠

　

加

佑
一
朗

麻
悠
子

あ
ゆ
み

里

　

奈

南

　

実

美
衣
奈

咲
季
子

美

　

樹



1

4

　

端

　

　

唄

　

東

会

作
者
不
詳

ぼ
呵

吉

　

田

糸
日
本
橋

唄
日
本
橋

史
客
節

若

　

松

糸
日
本
橋

唄
日
本
橋

蔭
嚇
子

1
5
　
琵
　
　
琶
　
薩
摩
琵
琶
錦
心
竺
水
会
阿
波
支
部

長
谷
川
　
繍
水
　
作

ム
河
南
富
士

出
演
浜

旭

　

水



秋島松原松総桧友近増古

月　尾永田永永永竹藤富川

公浦和清和和和満米利記
公

子子責美子佳彩輔江子子子

舎月　　財月

6
　
長
唄

1
　
鳴
物

初
世

劇lヽ
一
r

幸
和
会
・
春
松
会
・
古
都
和
会

鼓
月
会

杵
屋
　
勝
五
郎
　
作
曲

神
　
仙
＼
作
詞

鍛
綾
（
舞
台
面
）

三
味
線

新

　

居

大
久
保

三
味
線

鳥岩松松松松松総桧松山

山脇永永永永永永

京

　

子

純

　

子

京

　

子

将

　

昭

和
三
貴

和
三
依

和
三
治

和
世
博

和
世
豊

和
知
幸

濱総桧濱松松松

田永永田永永

多
映
子

和
幸
恵

和
幸
節暖

和
世
美

和
世
事

永
和
寿
三
郎

唄浅

　

香

　

寿

　

穂

笛
小
鼓

小
鼓

小
鼓

立
鼓

大
鼓

太
鼓

嘩
子

藤望雲南望藤林

舎

　

華

　

生

大
明
嗣

幸

　

恵

知

　

枝

大
明
之

膿

　

秀

郁

　

恵

永
和
繁
千
代

永
　
和
繁
節

本

　

幸

　

枝

橘稀
音
家

松

　

永

金

　

岡

公

四
郎
乃

和
世
繁

明

　

美



桑村橋藤亀東松前亀東涯近奥室

原雲本本谷　　本坂谷　　遠藤谷

尺
ノ＼

池立井吉近白岩川　岡乾近中畑兼清西浜

田花下岡藤田野端田　　藤田　　松水野井

憤正尚里寛克泰良英友誠第笠劉露撃弘

郎規重美泰己三美規浩道保保保保保保

1
7
　
三
　
　
曲
　
竹
保
流
尺
八
徳
島
風
の
会
・
正
絃
社

野
村
　
正
峰
　
作
曲

古
都
の
欽

十
七
絃

第
二
等

第
一
撃

志
津
代

節

　

子

悦

　

子

恵

　

子

望

　

実

佳

　

代

由
美
子

篤

　

子

絢

　

生

美
恵
子

芳

　

子

千
栄
子

由
紀
子

登
志
子



琴　　　　　　　　　　　　　　　　　第

毒　　　　　　　　　　　　　　　　筆

月　長辻今白津宮高高安佐市山福増浦武藤猪
々

岡坂　　枝田田武田田田木川本田田上市井井

中畑兼清西浜広吉室

田　　松水野井木崎

紀月

1
8
　
三
　
　
曲
　
目
本
当
道
音
楽
会
所
属
宋
音
会

竹
保
流
尺
八
徳
島
県
支
部

野
村
　
祐
子
　
編
作
曲

虜
ノ
は
マ
ー
チ
に
の
っ
て

恵

　

朱

幸

　

子

喜
久
子

久

　

子

夫
規
子

シ
ゲ
ル

雅

　

子

富
美
子

理

　

人

美

　

紀

南
夏
海

奈

　

緒

古
都
浩

幸

　

風

智

　

子

美
代
子

佳

　

美

十
七
絃

志
津
代

夕

　

華

都
乃
風

弘

　

保

墾

　

保

露

　

保

劉

　

保

笠

　

保

第

　

保



挙　撃

高　低
ユ土＿　　ユ1■．

日　　【∃

佐多

藤　田

広　英

崇　治「

尺
ノヽ

計天森吉伊中村濱

盛野　　岡丹川上野

卓紅保革千悠聖羊

山　山　山　山　山　山　山　山

草　　　　　第

春　　　　　草

1

9

　

三

　

　

曲

　

八

綾

乃

会

光
崎
　
検
校
　
作
曲

五
段
磁

2
0
　
三
　
曲
　
都
山
流
尺
八
楽
会
徳
島
県
支
部

日
本
当
道
音
楽
会
所
属
琴
曲
古
都
和
会

初
代
　
中
村
　
双
葉
　
作
曲

晩

　

秋

仁

　

木

泰

　

地

安

　

田

広

　

木

吉

　

崎

宮

　

武

津

　

田

多
喜
田

古
都
風

古
都
香

古
都
子

都
乃
風

夕

　

華

古
都
浩

幸

　

風

聖

　

風



佐福橋山人山須松児八岡斎近井

藤多口野田上見本島田川藤藤内

尺
八

真申前上清重阿住近蓮阿吉笠竹富櫻大

澤山坂村原本部友藤池部田井内武井西

輝康樹晴晴晴藤随晴澄晴晴秦倫晴晴晴

善夫風悠隆尚風風芳風匠耕風風園眉二

2
1
　
三
　
　
曲
　
美
乃
里
会
毒
古
流
尺
八
美
風
会
徳
島
支
部

菊
末
　
検
校
　
作
曲

嵯
峨
の
秋

撃
低
音

撃
高
音

久
美
子

冴

　

子

年

　

子菌

明

　

子

琴

　

子

千
生
子

泰

　

子

朋

　

代

雅

　

子

真

　

弓

直

　

美

佳
都
子

広

　

恵



林細安野

谷藤　田

麗麗鴻祥

孝春蓉楓

2
2
　
吟
　
詠
　
大
和
陽
心
流
瑞
城
会
・
揚
心
流
日
本
朗
詠
会
・
瑞
風
流
日
本
吟
詠
会
吟
道
瑞
祥
流

乃
木
流
吟
剣
詩
舞
道
徳
島
県
本
部
・
浄
心
流
龍
峰
会
　
貫
心
流
吟
道
吉
野
川
愛
好
会

阿
波
の
風
物
蕗

（、剣客
山
田
　
貢
村
　
作

剣

　

山

吟
詠
　
揚
心
流
日
本
朗
詠
会

奥

　

村

　

瑞

　

克

笠

　

松

　

盈

　

心

木

　

下

　

幸

　

堂

剣
舞
　
揚
心
流
日
本
朗
詠
会

寺

　

澤

　

寛

　

心

高

　

橋

　

宏

　

堂

高

　

橋

　

英

　

堂

二
、
剣
客東

姐
息
の
素
髭
を
鋳
れ
て

吟
詠
　
瑞
風
流
日
本
吟
詠
会

野

　

崎

　

瑞

　

風

三

　

谷

　

瑞

　

惰

笹

　

　

　

瑞

　

範

藤

　

村

　

瑞

　

宝

剣
舞
　
大
和
陽
心
流
瑞
城
会

高

　

橋

　

大

　

翔

末

　

永

　

佳

　

翠

佐

　

野

　

光

　

城

恵

　

美

　

佳

　

香

中

　

岡

　

志

　

城

中

　

野

　

旭

　

城

田

　

岡

　

佳

　

怜

土

日

　

出

　

直

　

生

三
、
吟
詠

大
西
　
征
蓉
　
作

独
速
射
公
園
を
紹
ぬ

吟
詠
　
吟
道
瑞
祥
流

貰
心
流
吟
道
吉
野
川
愛
好
会



山　田峨井野谷本原佐島田

活赤煙初美頒真雅光楓峰楓揚綜楓扇藍

荒松堀三木浜

井原部木田

華華佳麗麗龍

蓮静欣揚純緑

笠福　日

井島下田藤島和田川東田

ぼ
、
強
者

′
昨
秋
　
眉
の
ご
と

朗
詠
　
大
和
陽
心
流
瑞
城
会

椎

　

野

　

瑞

　

扇

三

　

宅

　

大

　

楓

松

　

田

　

大

　

峰

詩
舞
　
大
和
陽
心
流
瑞
城
会

中

　

井

　

大

　

仙

有

　

本

　

大

　

扇

木

　

村

　

大

　

樟

上
野
山
　
佳
　
照

大

　

屋

　

佳

　

荘

合
吟
　
七
流
会
派
合
同

亀

　

谷

　

龍

椎

　

野

　

瑞

三

　

宅

　

大

西

　

條

　

静

溝

　

渕

　

祥

野

　

田

　

祥

且
、
強
者

高
橋
　
祥
翠
　
作

鳴
門
速
攻
を
過
ぐ

松H
L

I

ー

ノ岩萩岸大佐村嵯濱小

大瑞瑞瑞揚揚静静龍龍龍

詩
舞
　
揚
心
流
日
本
朗
詠
会

石

　

田

　

瑞

　

房

木
地
谷
　
瑞
　
彩

中
津
川
　
瑞
　
津

斎

　

藤

　

瑞

　

昂

近

　

藤

　

瑞

　

精

裏

　

　

　

瑞

　

豊

岡坂前上大中遠申・7T

揚

　

宝

揚

　

鈴

揚

　

馨

揚

　

穂

華

　

穂

華

　

芳

華

　

藤

華

　

弓

華

　

玲

華

　

弘

華

　

鳳



2

3

長

　

唄

　

稀

聾

会

山
田
抄
太
郎
　
作
曲

商
の
ざ
密

唄
稀
音
家
　
五
　
京

川
　
野
　
志
津
枝

西

　

岡

　

栄

　

子

後

　

藤

　

悦

　

子

三
味
線
稀
書
家
四
郎
五
郎

稀
音
家
　
五
芳
恵

宮

　

本

　

春

　

美

宮

　

内

　

正

　

子

2
4
　
三
　
曲
　
当
道
音
楽
会
菊
美
会

竹
保
流
尺
八
徳
島
県
支
部
　
劉
保
会

宮
城
　
道
雄
　
作
曲

花
紅
糞

二
転
菊
　
村
　
美
枝
子

学

童

　

　

　

志

津

代

尺
八
兼
　
松
　
劉
　
保

浜

　

井

　

弘

　

保

2
5
筑
前
琵
琶
　
旭
城
会

三
世
橘
旭
翁
　
作
曲

秋
風
故
郷
ふ

出
演
者
工
　
藤
　
旭
　
城



菊菊堤吉鈴篠

弘華　　岡江原

敏茂学卒湧瑞

子美山　山　山　山

十　　　第

七　　　二

絃　　　撃

木島島

内本本

美有菊

香理保

味
線

杵杵杵

豪家家

弥弥弥
弘登津
冶弘穂

2
6
　
三
　
曲
　
都
山
流
尺
八
楽
会
徳
島
県
支
部

当
道
音
楽
会
徳
島
中
支
部

前
田
　
和
男
　
作
曲

ざ
嘲
紹

尺
八

第
一
撃

2
7
長
　
唄
　
杵
家
会
徳
島
支
部

二
世
杵
屋
佐
吉
　
作
曲

ま
か
し
ょ

弥

智

代

　

三

弥
代
弘

弥
津
音



埋骨

事任

長

田

岳

心

事　次事　局事

務　　　務

局　長局　長務

杵　浜

屋　井

役
醜
名

名

　

誉

会

　

長

顧

　

問

参

　

与

徳

　

島

　

県

　

邦

　

楽

氏
名

部
会
長

松大枠濱内枠椎松浜浅八猪

永櫛家野田屋野永井香木井

稀
音
家

工

　

藤

大

　

西

和
三
治

亜

　

童

弥
代
弘

羊

　

山

華

　

水

佐

　

篠

瑞

　

城

和
世
幸

弘

　

保

寿

　

穂

瑞

　

堂

恵

　

来

泊

　

乃

旭
二
城

晴
二
一

所
属
団
体
名

春

　

　

　

松

　

　

　

会

琴
古
流
尺
八
竹
友
社

杵
家
会
徳
島
支
部

都
山
流
尺
八
楽
会

徳

　

島

　

県

　

支

　

部

錦
心
流
琵
琶
欽
水
会

徳

　

島

　

佐

　

商

　

会

大
和
陽
心
流
瑞
城
会

古

　

都

　

和

　

会

竹

　

保

　

流

　

尺

　

八

徳

　

島

　

県

　

支

　

部

学

　

識

　

経

　

験

　

者

揚
心
流
日
本
朗
詠
全

日
本
当
道
音
楽
会

所

　

属

　

宋

　

音

　

会

稀

　

　

　

綾

　

　

　

骨

筑
前
琵
琶
旭
城
会

琴
古
流
尺
八
美
風
会

徳

　

島

　

支

　

部

岳

芯

流

吟

詠

会

協
役
職
名

常

　

任

理
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